
全
線
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通
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年

常磐自動車道
JOBAN EXPRESSWAY

10

三
郷

～
亘
理

E6

宮城県亘理町

JCT

IC

福島県楢葉町 茨城県守谷市

埼玉県三郷市
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Ｅ６ 常磐自動車道の整備効果

タイトル項目ページ

常磐自動車道のあゆみ
あゆみ

1

常磐自動車道と沿線地域のあゆみ2

開通による経済波及効果
経済波及効果

（地域経済効果）
3

常磐自動車道と他路線との機能分担

交通状況
（道路利用効果）

4

拠点間の所要時間を短く５

ダブルネットワーク機能の発揮６

復興を支える常磐自動車道①
迅速な復旧への支援震災復興

（住民生活効果）

7

復興を支える常磐自動車道②
除去土壌等の運搬や廃炉作業促進への貢献

8

地域への企業進出を支援産業
（地域経済・財政効果）

9

物流ネットワークの構築を支援１0

沿線地域の交流に寄与
交流

（住民生活効果）
11

安心できる地域医療への貢献
医療

（住民生活効果）
12

沿線の住環境・自然環境への対応
環境

（沿線環境の保全）
13

更に安全・安心・快適・便利に①（4車線化・追加IC）
更なる利便性向上

14

更に安全・安心・快適・便利に②（防災拠点）15

常磐自動車道の整備を実感インタビュー16・17

＜目次＞
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Ｅ６ 常磐自動車道の整備効果

日立北IC

いわき中央IC

E4

E6

1988年 茨城県内全通

柏IC

谷田部IC

E4

E6

1981年 開通当初

常磐自動車道のあゆみ
• 1981年、柏IC～谷田部ICが常磐自動車道として初めて開通。以降延

伸を重ね、2015年の常磐富岡IC～浪江ICの供用により全線開通。
• 東京方面と仙台方面を太平洋に沿って結ぶ高規格道路として、茨城県

や福島県浜通りを中心とする沿線地域の発展を支援。

路線概要

1

常磐自動車道路線名

三郷JCT～亘理IC区間

300.4km延長

1981年 4月27日当初開通日

2015年 3月 1日全線開通日

6車線（三郷JCT～水戸IC）
4車線（水戸IC～広野IC、山元IC～亘理IC）
暫定2車線（広野IC～山元IC）

車線数

インターチェンジ：39箇所
休憩施設（SA・PA）：15箇所

施設数

埼玉県、千葉県、茨城県、福島県、宮城県沿線地域

亘理IC

鳥の海ｽﾏｰﾄIC

山元IC

山元南ｽﾏｰﾄIC

新地IC

相馬IC

南相馬鹿島ｽﾏｰﾄIC 南相馬IC

浪江IC常磐双葉IC

大熊IC

常磐富岡IC

ならはｽﾏｰﾄIC

広野IC

いわき四倉IC

いわき中央IC

いわきJCTいわき湯本IC

いわき勿来IC

北茨城IC

高萩IC

日立北IC

日立中央IC

日立南太田IC

那珂IC

東海ｽﾏｰﾄIC

水戸北ｽﾏｰﾄIC

水戸IC

友部SAｽﾏｰﾄIC

岩間IC石岡小美玉ｽﾏｰﾄIC

土浦北IC

桜土浦IC

千代田石岡IC

つくばJCT柏IC

流山IC

三郷料金所ｽﾏｰﾄIC

三郷JCT

福島JCT

山形JCT

村田JCT

富谷JCT

利府JCT

栃木都賀JCT

久喜白岡JCT

川口JCT

大栄JCT

茨城町JCT

高
谷

JCT

宮野木JCT

成田JCT

友部JCT

E13

E4

E6

E6

C4

E51

E50

E49

E48

N

いわきJCT

郡山JCT

友部
JCT

栃木

都賀JCT

岩舟JCT

久喜白岡JCT

つくばJCT

三郷JCT

川口JCT

E4

E6

E49

E50

大泉JCT

谷田部IC

谷和原IC

鶴ヶ島JCT

岩舟JCT

C4

E14

2015年 全線開通

常磐富岡IC

浪江IC

福島県

茨城県

栃木県

千葉県

埼
玉
県

宮城県

新
潟
県

群
馬
県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

千葉県

埼
玉
県

宮城県

新
潟
県

群
馬
県

山形県

開通区間

福島県

山形県

宮城県

新潟県

栃木県

茨城県

群馬県

埼玉県

東京都

神奈川県

千葉県

E20

E1

E49

E13

E50

C3

E51

E51

福島県

茨城県

栃木県

千葉県

埼
玉
県

宮城県

新
潟
県

群
馬
県

山形県

E17

E17E17

E17

開通区間

開通区間

E49

E13

E4

C4 E51

E7

0 20km

0 20km

N

0 20km

N

全線開通式典の様子(2015年)

桑折JCT

仙台若林JCT

：高速道路

：開通区間

0 20km

N

：高速道路

：開通区間

：高速道路

：開通区間

：高速道路

：常磐自動車道

郡山JCT
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世の中・沿線地域の出来事
西暦

常磐自動車道のあゆみ
（和暦）

1981年
(昭和56年)

常磐自動車道初開通
柏IC～谷田部IC開通

東北新幹線（大宮ー盛岡間）開通1982年
(昭和57年)

谷田部IC～千代田石岡IC開通

1984年
(昭和59年)

千代田石岡IC～那珂IC開通

国際科学技術博覧会（つくば万博）開催
東北新幹線（上野ー大宮間）開通

1985年
(昭和60年)

首都高速道路・三郷線(三郷JCT)と接続
三郷IC～柏IC、那珂IC～日立南太田IC、日立南太田IC～日立北IC開通、
谷田部仮出口(下り線のみ)設置(つくば万博終了後閉鎖)

さいたま博覧会開催
1988年

(昭和63年)

日立北IC～いわき中央IC開通
（茨城県内区間全線開通）

改元（昭和⇒平成）1989年
(平成元年)

東北新幹線（東京ー上野間）開通
1991年
(平成3年)

東京外かく環状道路（三郷JCT～和光IC）開通
山形新幹線（福島ー山形間）開通

1992年
(平成4年)

東京外環自動車道(三郷JCT)と接続
流山IC開通

茨城県立カシマサッカースタジアム完成
福島空港開港

1993年
(平成5年)

日立中央IC開通
高鈴PA→日立中央PA改称

阪神・淡路大震災発生（最大震度7）
ふくしま国体開催

1995年
(平成7年)

磐越自動車道(いわきJCT)と接続

東海村JCO臨界事故
1999年

(平成11年)
いわき中央IC～いわき四倉IC開通

2000年
(平成12年)

北関東自動車道(友部JCT)と接続
友部JCT開通

うつくしま未来博開催2001年
(平成13年)

FIFAワールドカップ日韓大会開催2002年
(平成14年)

いわき四倉IC～広野IC開通

2003年
(平成15年)

首都圏中央連絡自動車道(つくばJCT)と接続
つくばJCT開通

2004年
(平成16年)

広野IC～常磐富岡IC開通

つくばエクスプレス開通2005年
(平成17年)

2006年
(平成18年)

水戸北スマートIC、友部SAスマートIC開通

2008年
(平成20年)

三郷料金所スマートIC開通

2009年
(平成21年)

仙台東部道路(亘理IC)と接続
山元IC～亘理IC、東海スマートIC、水戸北スマートIC(上り入口、下り出口)開通

茨城空港開港2010年
(平成22年)

東日本大震災発生（最大震度7）2011年
(平成23年)

石岡小美玉スマートIC開通

2012年
(平成24年)

南相馬IC～相馬IC開通

2014年
(平成26年)

浪江IC～南相馬IC、相馬IC～山元IC、鳥の海PA開通
広野IC～常磐富岡IC再開通

南相馬市SA利活用拠点施設「セデッテかしま」開店
平成27年9月関東・東北豪雨

2015年
(平成27年)

常磐自動車道全線開通
常磐富岡IC～浪江IC、南相馬鹿島SA/スマートIC、ならはPA開通

2016年
(平成28年)

鳥の海スマートIC開通

2017年
(平成29年)

山元南スマートIC開通

改元（平成⇒令和）、令和元年東日本台風(台風
第19号)、ラグビーワールドカップ2019開催

2019年
(令和元年)

東北中央自動車道(相馬IC)と接続
水戸北スマートIC(上り出口、下り入口)、大熊IC、ならはスマートIC開通

新型コロナウイルス感染拡大、JR常磐線全線で
運転再開、茨城県沖地震（最大震度5弱）

2020年
(令和2年)

常磐双葉IC開通

福島県沖地震発生（最大震度6強）
東京オリンピック開催

2021年
(令和3年)

山元IC～亘理IC、いわき中央IC～広野IC4車線化

福島県沖地震発生（最大震度6強）2022年
(令和4年)

福島第一原子力発電所の処理水放出開始2023年
(令和5年)

桜土浦IC～岩間IC 110km/h最高速度引上げ

能登半島地震発生（最大震度７）
2024年
(令和6年)

2025年
(令和7年)

常磐自動車道・全線開通10周年

常磐自動車道と沿線地域のあゆみ

2

開通当初（1981年）以降の常磐自動車道のあゆみと総利用台数

（累計利用台数、億台）

10 200 30
：走行台キロ(路線全体)※1

：累計利用台数

【資料】NEXCO東日本資料

※1 自動車の走行距離の総和。

（各区間延長とその区間の交通量を乗じた値を足し合わせた総数）

※2 2024年の交通量は速報値。

※2020年～2022年：新型コロナウイルス感染症対策期間（緊急事態宣言・蔓延防止等重点措置）が含まれる。

• 首都圏と東北地方との太平洋側アクセス性が向上し、2024年には
累計利用台数が約27億台に到達。

（走行台キロ、十万台キロ/日）

400 80 120

※2
約27億台
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開通による経済波及効果
• 全線開通後10年間で常磐自動車道の経済波及効果（生産額変化額）

は約3兆円。
• 常磐自動車道の整備により、茨城県や宮城県等において、各産業の

経済活性化に寄与。

3

物流業者の声
ヒアリング結果
(2024年6月)

全線開通したことで、燃費向上に
つながり、その結果、輸送コスト低
下につながりました。

周辺地域への経済波及効果（2015年）※1、※2

消費増加

販売量増

賃金上昇
雇用創出

需給バランス均衡道路整備

輸送コスト
販売価格低下

生産量増

生産額変化額

約2,880億
円/年

道路貨物輸送

31.0%

金融・保険・

不動産

11.0%
商業・観光

9.0%
電力・ガス・水道

7.0%

建設

7.0%

製造業・工業

6.0%

情報通信

3.0%

道路旅客輸送

3.0%

農業

0.2%
その他サービス・

公務

23.0%

道路整備により
「道路貨物輸送」

「商業・観光」
など幅広い産業の

経済が活性化

高速道路による地域経済への効果

沿線5県の経済波及効果の産業別内訳

常磐自動車道の生産額変化額の推移※3

1年あたりの生産額変化額
（2015年：約2,880億円）
□：5億未満

■：5億～10億円

■：10億～50億円

■：50億～100億円

■：１00億～３00億円

■：300億～500億円
■：500億円以上

道路網
：常磐道
：その他高速道路

N

青森以北

(31億円)

岩手県

(8億円)

秋田県

(4億円)

仙台生活圏

(421億円)

古川・石巻生活圏

(155億円)

相双生活圏

(80億円)

いわき生活圏

(249億円)

水戸・日立

生活圏

(665億

円)

栃木県

(16億円)

福島・郡山

・白河生活圏

(23億円)

会津生活圏

(5億円)

山形県

(7億円)

群馬県

(10億円)

埼玉県

(36億円)

静岡・山梨

以西

(89億円)

東京都(190億円)

神奈川県

(38億円)

千葉県

(15億円)

新潟県

(0.5億円)

鹿嶋生活圏

(126億円)

下館・古河

生活圏

(254億円)

土浦生活圏

(459億円)

本資料における経済波及効果とは、企業活動における「生産額変化額」を指し、常磐自動車
道の整備有無による実質生産額の変化額をSCGE(空間的応用一般均衡)モデルによって
推計した結果を掲載している。
SCGEモデルとは道路整備によって所要時間が短縮され、輸送・移動費用の低下が生じるこ
とで、企業や消費者に対して波及し、各地域の産業にどの程度影響を与えるかを推計可能と
した手法であり、山梨大学・武藤慎一教授の指導を受け事業者により算出。

※1

対象地域はETC2.0プローブデータによる常磐自動車道利用者の利用圏域に基づき、「青
森以北」「岩手県」「秋田県」「山形県」「古川・石巻生活圏」「仙台生活圏」「相双生活圏」「いわき
生活圏」「福島・郡山・白河生活圏」「会津生活圏」「水戸・日立生活圏」「土浦生活圏」「鹿嶋生活
圏」「下館・古河生活圏」「栃木県」「群馬県」「埼玉県」「千葉県」「東京都」「神奈川県」「新潟県」
「静岡・山梨以西」の22地域に分割し、エリアごとに経済波及効果を算定。

※2

民間企業資本ストック（2015年～2019年）及び固定資本ストック（2020年～2024年）
の2015年比を乗じることで、10年間の生産額を算出。

※3

約2,880

億円

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

3,200

(億円）

全線開通後10年間での
常磐自動車道の生産額変化額

約3兆円
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常磐自動車道と他路線との機能分担
• 東北自動車道とのダブルネットワークが完成したことにより、関東・

東北地方間の経路選択肢が増加。

断面の交通量・交通分担率の推移

4
【資料】全国道路・街路交通情勢調査

友部JCT

つくばJCT

いわきJCT

相馬IC

亘理IC

久喜白岡
JCT

岩舟JCT

栃木都賀JCT

郡山JCT

福島JCT

桑折JCT

村田JCT

N

断面①

断面②

断面③

断面④
0 20km

大栄JCT
三郷JCT

川口JCT

福島県

山形県 宮城県

栃木県

茨城県

千葉県

埼玉県

群馬県

新潟県

E49

E49E4

E4

E6

E6
E4

E50

C4

E13

E50

E51

E51

E17

E13

C3

C4
E14

E1

E20

1988年

茨城県区間全線開通

日立北IC

～いわき中央IC

1981年

常磐道初開通

谷田部IC

～柏IC

※2020年～2022年：新型コロナウイルス感染症対策期間（緊急事態宣言・蔓延防止等重点措置）が含まれる。

2015年 常磐道全線開通1981年 常磐道初開通 1988年 茨城県区間全線開通

2015年

常磐道全線開通

浪江IC

～常磐富岡IC

6

6

4

4

4

6

6
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仙台から南方に向かう時、当
時の混雑具合により東北道、
国道4号、国道6号、常磐道
の各路線から一番円滑に行
ける道路を選択できるよう
になりました。（宮城県在住） 利用者の声

アンケート結果(2024年8月)

中央

自動車道

■：東北道 ■：国道4号 ■：国道6号 ■：常磐道 ：常磐道分担率

2015年 常磐道全線開通1981年 常磐道初開通 1988年 茨城県区間全線開通

2015年 常磐道全線開通1981年 常磐道初開通 1988年 茨城県区間全線開通

2015年 常磐道全線開通1981年 常磐道初開通 1988年 茨城県区間全線開通

成田JCT
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0 20km

栃木
都賀JCT

郡山JCT

福島JCT

桑折JCT

相馬IC

つくばJCT

いわきJCT

友部JCT

成田JCT

村田JCT

山形JCT

E4

E6

E49

E6

E4

E49

E13

E48

E50

C4

大栄JCT

宮野木JCT

三郷JCT

川口
JCT

福島県

山形県

宮城県

栃木県

茨城県

千葉県

埼
玉
県

E51

E51

E13

N

相馬市役所

いわき市役所

東京都庁

水戸市役所

仙台市役所

6

6

仙台若林JCT

富谷JCT

利府JCT

※３ 守谷SA、友部SA、中郷SA、四倉PA、南相馬鹿島SA、鳥の海PAの

利用者を対象としたアンケート調査結果。

11%

7%

17%

14%

14%

45%

77%

0% 50% 100%

移動時間の短縮ができる

移動距離が最も短い

一般道の渋滞を回避できる

到着時間を正確に読める

安全に走行できる

燃料代が節約できる

その他

拠点間の所要時間を短く

常磐自動車道がない頃、東
京に出るために国道4号や
6号を使い半日かかってい
ましたが、今は気軽に移動
できます。（福島県在住）

利用者の声
アンケート結果(2024年6月)

【資料】全国総合交通分析システム(NITAS)ver. 3.0、ETC2.0プローブデータ（2023年10月）
利用者の声

アンケート結果(2024年8月)

回答数733(複数回答、平日)

【資料】休憩施設利用者アンケート調査(2024年5月・6月)

※1 各役所間の所要時間を整理。常磐自動車道利用時は主に常磐自動車道を走行し、未整備時は主に並行

する国道6号を走行した最短所要時間。
5

一
般
道
利
用

常
磐
自
動
車
道

利
用

104分
短縮

84分
短縮

51分
短縮

23分
短縮

140分

92分

89分

69分

88分

120分

224分

172分

大洗町などの茨城県の海に
行く際に、開通前と比べ移
動時間が短縮できました。
（埼玉県在住）

0%

5%

10%

15%

20%

25%

200 300 400 500 600 700 800 900 1000

（分）

（割合）

：常磐自動車道利用：国道6号利用

平均所要時間差：約317分
所要時間のばらつきの差：約130分

266分

平均所要時間

約336分
（ばらつき136分）

平均所要時間

 約653分
（ばらつき266分）

136分

※2 時間信頼性（所要時間のばらつき）は、所要時間の上位10%値と下位

10％値の時間差により評価（事故等が発生し、移動に極端に時間がか

かってしまった場合などを除外する考え方）。

利用者アンケート結果※３

(常磐自動車道を利用した理由)

• 東京～仙台間における所要時間は、常磐自動車道の整備により、平均所
要時間は約317分短縮。所要時間のばらつきは約130分短縮し、拠点
間の安定的な移動を支援。道路利用者の約8割が時間短縮効果を実感。

主要都市間の所要時間変化※1 所要時間のばらつき(東京-仙台間）※2の比較

317分
短縮

653分

336分

一
般
道
利
用

常
磐
自
動
車
道

利
用
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ダブルネットワーク機能の発揮
• 常磐自動車道の全線開通により、東北自動車道等から交通が転換し、

東京方面～仙台方面の移動の約4割を分担。
• 東北自動車道での雪による通行止め発生時も、降雪の少ない常磐自

動車道が交通を分担し、冬季の安定的な交通の確保を実現。

常磐自動車道と東北自動車道の利用経路選択

6

東北中央
自動車道

E4

E4

E4
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E49
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E13

E13
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N
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福島県
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潟
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58.8%

90.0%

1.3%10.0%

0.1%
6.8%

0.2%

0%

20%

40%

60%
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100%

2014年
通常時

2023年
通常時

2022年
冬季東北道
通行止め日

【資料】ETC2.0プローブデータ
2014年通常時：2014年10月、2023年通常時：2023年10月
202２年冬季東北道通行止め日：2022年2月21日

白石IC

二本松IC

東北道

通行止め事例

二本松IC～白石IC

2022年2月21日

吹雪のため

【資料】気象データ（気象庁）
・平年値：白河市は1998～2024年の平均、いわき市は2009～2024年の平均。

（同一地点・装置で観測された年以降を集計）

・寒候年：前年8月～当年7月を1年として集計。

・観測点：白河、小名浜
東北道に比べ、冬は雪が積も
らないので走りやすいです。
（埼玉県在住）

常磐道が全線開通してルート
の選択肢が増え、迂回路など
を考慮した計画を立てやすく
なりました。 （栃木県在住）

【資料】 気象データ（気象庁）

常磐道利用

東北道利用

2015年

常磐道全線開通

利用者の声
アンケート結果
(2024年6月)

E50

常磐道利用

※1 吹雪による通行止め実施日： 2月21日（月） 7：20～翌8：45 （二本松IC～白石IC）

ただし、通行止め開始前（0：00～7：20）の利用実態を含む。

※1

●東京⇔仙台方面の経路分担率

：常磐道利用 ：常磐道～磐越道～東北道利用 ：東北道～北関東道～常磐道利用：東北道～東中道～常磐道利用：東北道利用

(日/年)

友部JCT

栃木都賀JCT

●東北道沿線と常磐道沿線の降雪日数

：東北道沿線（白河市） ：常磐道沿線（いわき市）

※2 平年値：白河市は1998～2024年の平均、いわき市は2009～2024年の平均。

（同一地点・装置で観測された年以降を集計）

・降雪日数は寒候年（前年8月～当年7月を1年とする）で集計。

・観測点：白河、小名浜

東北道に比べ降雪日数が少ない

東北道沿線
白河市の降雪日数

平均74日/年

常磐道沿線
いわき市の降雪日数

平均21日/年

※2

利用者の声
アンケート結果
(2024年6月)

東北道利用
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沿線自治体の声
ヒアリング結果
(2024年7月)

復興を支える常磐自動車道①
迅速な復旧への支援

• 東日本大震災により盛土や橋梁部が大きな被害を受けたが、約20時
間後には緊急車両の輸送路を早期確保。さらに13日後には一般車両
も通行可能となり、救援物資輸送・災害派遣に貢献。

• 休憩施設を活用した飲食物などの無料提供を実施。

7

常磐自動車道の復旧

2011年
＜３月11日＞

14：46

＜３月12日＞

11：00頃

＜３月24日＞

6：00頃

＜8月31日＞

地震発生

◆常磐自動車道を中心とした交通支障の被害が発生
約167km区間で被害

（谷和原IC～谷田部IC、土浦北IC～いわき勿来IC、いわきJCT～常磐富岡IC）

◆通行止め実施後、緊急点検を開始

地震発生から約20時間後
緊急復旧

◆土のうなどにより、緊急車両の交通を早期確保

応急復旧
◆一般車両が制限付きで安全に走行できる路面レベルを確保

◆常磐自動車道の一部※を除き一般開放 ※いわき中央IC～常磐富岡IC

地震発生から13日後

緊急復旧後

応急復旧後

被災直後

国道6号 全線通行可能

休憩施設の活用

無料提供内容実施日
休憩

施設名

飲食物3/12-14、18四倉PA（上）

滞留車両用飲食物

3/11

中郷SA（上）

飲食物東海PA（下）

食料120人分、飲料100本友部SA（上）

食料100人分、飲料100本友部SA（下）

マスク、カイロ等美野里PA（下）

休憩施設のテナントが飲食物などの無料提供を実施。
また四倉PAでは災害派遣部隊の進出拠点としても活用。

【資料】NEXCO東日本資料

盛土の応急復旧

緊急車両輸送路を早期
確保したことによる、復
旧への効果は大きかっ
たと考えています。

被災直後の様子

水戸IC～那珂IC間 盛土のり面の崩壊

緊急復旧時（対面通行）の様子

2011年3月12日 復旧工事開始

応急復旧完了の様子（地震発生から6日後）

2011年3月17日 応急復旧完了

【資料】NEXCO東日本資料

四倉PAの様子
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高速道路と震災復興

8

•環境省では、２０２４年現在も南相馬ＩＣ～大熊ＩＣの区間を活用し、中間貯蔵施設等
への輸送を実施しています。中間貯蔵施設に近接する大熊ＩＣ、常磐双葉ＩＣの開通
により、除去土壌等の輸送は大きく推進されています。

•除去土壌等の運搬に寄与しています。

•特定廃棄物や除去土壌等の運搬に寄与しています。

•中間貯蔵施設への除去土壌等の輸送時間が短縮されました。 沿線4自治体の声
ヒアリング結果

(2024年6月～9月)

ICの追加整備により、福島第一原子力発電所から高速道路への
アクセスが向上し、作業員や往来者の利便性向上により廃炉作業
の進展に寄与。

復興を支える常磐自動車道②
除去土壌等の運搬や廃炉作業促進への貢献

• 復興への支援、除染・中間貯蔵施設事業の加速などを目的に、ならは
PA、ならはスマートIC・大熊IC・常磐双葉ICが全線開通後に整備。

• 大熊ICの開通が一助となり、除去土壌等の輸送が加速したことで、輸
送量が222万㎥増加し、最大406万㎥の運搬に寄与。

E6

E13

E49

E6

E6
N

復興への支援、除染・
中間貯蔵施設事業の加速
などを目的に地域活性化IC・

スマートICが整備

除去土壌等の輸送経路

除染・中間貯蔵施設事業の加速

福島第一原子力発電所事故に伴う廃炉作業の進展

大熊IC

【写真】環境省提供

常磐自動車道の「ならはPA」「大熊IC」や磐越自動車道の「差塩PA」
「三春PA」駐車場には除去土壌等の運搬車の駐車スペースを設けており、
一時待機や車両点検を実施するほか、緊急時にも多く利用されていた。

0 10km

【写真】NEXCO東日本資料

福島第一原子力発電所
及び中間貯蔵施設

：高速道路
：一般国道
：常磐自動車道

大熊IC

ならはPA
ならはスマートIC

常磐双葉IC

広野IC

常磐富岡IC

浪江IC

南相馬IC

相馬IC

いわき四倉IC

2012年4月
開通

2014年12月
開通

2015年3月
開通

2014年2月
再開通

ならはPA

●駐車場での一時待機の様子

【写真】NEXCO東日本資料、2016年時点

運搬車両
駐車スペース

●除去土壌等の輸送実績

常磐自動車道輸送状況

【資料】「中間貯蔵施設への搬入量」環境省（2025年1月末時点）より作成

※端数処理の関係により合計が一致しない場合がある。

※2020年～2022年：新型コロナウイルス感染症対策期間（緊急事態宣言・蔓延防止等重点措置）が含まれる。

5万㎥
19万㎥

55万㎥

184万㎥

406万㎥
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234万㎥
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開
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1,406万㎥

(2025年1月末時点)

2015年

常磐道全線開通

差塩PA

三春PA



2

Ｅ６ 常磐自動車道の整備効果

9

•浜通り地域等15市町村においては、震災以降補助金の採択ベース
で400件以上の企業立地や4,000人を上回る雇用が生まれ、帰還
者や移住・定住者も増加し、常磐自動車道は大いに寄与しているも
のと考えられます。
•首都圏に拠点を持つ事業者は、常磐自動車道を利用して、福島ロ
ボットテストフィールドと往来していると考えられます。全線開通に
より、原発事故被災地に立地している企業の雇用にも一定の影響を
与えていると思われます。

福島ロボットテストフィールド(南相馬市)

沿線自治体の声
ヒアリング結果
(2024年9月)

震災と福島第一原子力発電所の事故によって大きく被災した福島県浜通り地域等
の産業を回復することを目指した国家プロジェクト。
新技術やイノベーションを生み出しながら、「廃炉」「ロボット・ドローン」「エネルギー・
環境・リサイクル」「農林水産業」 「医療関連」 「航空宇宙」の重点6分野を軸に最先端
の取組みが進められている。

福島水素エネルギー研究フィールド(浪江町)

地域への企業進出を支援
• 東日本大震災・原子力災害で失われた浜通り地域等の産業回復のため、

福島イノベーション・コースト構想を2017年に国家プロジェクトとして
位置づけ。

• 震災以降、常磐道開通や避難指示解除に伴い事業所数が最大35倍、
従業員数が最大17倍に増加するなど、常磐自動車道各区間の開通が
産業や地域の活性化に寄与。

構想に
関連する
施設

【資料】企業統計調査、経済センサス

福島イノベーション・コースト構想の主な拠点等

沿線自治体の事業所・従業員数の推移

※2020年～2022年：新型コロナウイルス感染症対策期間（緊急事態宣言・蔓延防止等重点措置）が含まれる。

【写真】公益財団法人
福島イノベーション・コースト構想推進機構提供

【写真】国立研究開発法人
新エネルギー・産業技術総合開発機構提供

2014年12月
開通

2014年12月
開通

広野IC

常磐富岡IC

浪江IC

南相馬IC

山元IC

E6

E6

E49

E13

相馬IC

福島水素エネルギー
研究フィールド(浪江町)

N

0 10km

いわきJCT

2015年3月
開通

2014年2月
再開通

2012年4月
開通

E6

福島ロボットテスト
フィールド(南相馬市)

東日本大震災・
原子力災害伝承館
(双葉町)

:福島イノベーション・コースト
構想の主な拠点

浪江町

大熊町

富岡町

楢葉町

広野町

新地町

福島イノベーション・コースト構想

【資料】福島イノベーション・コースト構想推進機構HP、
「福島県企業立地ガイド2024」福島県

3,525 (広野町) 3,535 (楢葉町) 

474 

1,288 

3,479 

171 

2,851 

0
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2,000

3,000

4,000

2012年 2014年 2016年 2021年

(人)

270 

252 
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112 

334 

5 

177 

0
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400

2012年 2014年 2016年 2021年

(事業所)

富岡町
約35倍

●事業所数 ●従業員数

2015年

常磐道全線開通

富岡町
約17倍

新地町 広野町 楢葉町
富岡町 浪江町 大熊町

2015年

常磐道全線開通
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物流ネットワークの構築を支援
• 沿線地域における物流施設立地件数の累計は、常磐自動車道全線開

通後、約2.0倍に増加。
• 千葉県と宮城県間の自動車による貨物輸送は約1.4倍に増加し、茨城

県と宮城県間では約1.3倍に増加。

物流施設の立地状況

10

貨物の輸送手段(2014年度→2022年度)

【資料】貨物・旅客地域流動調査

E6

E49

E4

E13

E48

E50

C4

宮城県

茨城県

千葉県

【資料】日本立地総覧

※2020年～2022年：新型コロナウイルス感染症対策期間

（緊急事態宣言・蔓延防止等重点措置）が含まれる。

～1999年

(34箇所)

～2014年

(95箇所)

～2024年

（187箇所）

N

沿線自治体の声
ヒアリング結果
(2024年9月)

0 20km

千葉県

茨城県

栃木県

福島県

東京都

埼
玉
県

山形県 宮城県

千葉県

茨城県

栃木県

福島県

東京都

埼
玉
県

山形県 宮城県

新潟県

千葉県

茨城県

栃木県

福島県

東京都

埼
玉
県

山形県 宮城県

新潟県

E4

E49

E49

E51

E48

E4

E49

E49

E51

E48

C4

E50

E6E6

E4

E49

E49

E51

E48

C4

E50
E6

E13

栃木県

福島県

東京都

埼玉県

山形県

新潟県

E49

61箇所
増加

【資料】日本立地総覧

52%※348%

2014年度
233万トン

分
担
率

67%※4

33%

2022年度
241万トン

■：自動車輸送 ■：海運

(他)鉄道：0.3% (他)鉄道：0.3%

※住所不明の施設は表示なし。

:1991年以降1999年までに立地

:2000年以降2014年までに立地

:2015年以降2024年までに立地

：沿線自治体

37%※1

62%

2014年度
262万トン

分
担
率

■：自動車輸送 ■：海運

(他)鉄道：0.9% (他)鉄道：0.4%

E51

茨城県-宮城県間千葉県-宮城県間

2015年

常磐道全線開通

2011年

東日本大震災発生

:物流施設立地件数

:累計立地件数数

●沿線自治体の物流施設立地件数の推移

:千葉県-宮城県間

:茨城県-宮城県間

相馬中核工業団地

東地区(相馬市)

全線開通後、累計立地件数が
約２.0倍に増加

92箇所
増加

北茨城市内の工場

増設

北茨城市内の工場は、
常磐自動車道による
物流の相互補完がで
きることが決め手と
なり、相馬中核工業
団地東地区に新たな
生産拠点を増設しま
した。

取
扱
量

取
扱
量

121 162 

111 
79 

0

100

200

300

2014年度 2022年度

(万トン)

233 241

97 132 

163 115 

0

100

200

300

2014年度 2022年度

(万トン)

262 248

約1.4倍
に増加

約1.3倍
に増加

2015年

常磐道全線開通

(他)鉄道：2万トン (他)鉄道：1万トン (他)鉄道：0.6万トン (他)鉄道：0.7万トン

53%※246%

2022年度
248万トン

2015年

常磐道全線開通

※1

※2

高速道路利用約5割（2010年全国貨物純流動調査結果より算出）

高速道路利用約5割（2021年全国貨物純流動調査結果より算出）

※3

※4

高速道路利用約5割（2010年全国貨物純流動調査結果より算出）

高速道路利用約6割（2021年全国貨物純流動調査結果より算出）



2

Ｅ６ 常磐自動車道の整備効果

1.30 

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

1.1

1.2

1.3

1.4
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沿線地域の交流に寄与
• 常磐自動車道全線開通後に、沿線自治体の入込客数は約1.3倍に増加。
• 震災記憶を伝える沿線の復興関連施設における入込客数も増加傾向。

沿線地域の主な観光施設・復興関連施設

11

牛久大仏

観光施設の声
ヒアリング結果 (2024年6月)

アクセス性の向上により
宮城県からの来場者が
増加しました。

【資料】観光統計（宮城県・福島県・茨城県・埼玉県・千葉県)

E6

E6

E4

E4

E49

E13

E50

E51

E51

C4

N

桑折JCT

福島JCT

郡山JCT

友部JCT

つくばJCT

大栄JCT

三郷JCT

いわきJCT

コロナ禍を経て
回復傾向

千葉県

茨城県

栃木県

福島県

宮城県

山形県

0 20km

約1.3倍
に増加

※1 5県（宮城県、福島県、茨城県、埼玉県、千葉県）のうち、常磐道沿線自治体。

※2 5県のうち、上記以外の自治体。

※2020年～2022年：新型コロナウイルス感染症対策期間（緊急事態宣言・蔓延

防止等重点措置）が含まれる。

2015年

常磐道全線開通

:沿線自治体※1

:非沿線自治体※2

2024.5撮影相馬野馬追

●沿線自治体の入込客数の変化率

国営ひたち海浜公園

：観光施設

：復興関連施設

：沿線自治体

【資料】「3.11伝承ロードふくしま」HP、宮城県HP、福島県HP、観光いばらきHP

復興関連施設による地域活性化

10 12 12 14 
32 

62 73 
93 

0
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2020年 2021年 2022年 2023年

(千人/年)

震災記憶の伝承・地域活性化の拠点として、被災地に復興関連施設が整備され、常磐自動車道全線開通以降、施設の入込は増加傾向。

【資料】福島県観光統計

■ 相馬市伝承鎮魂祈念館
■ 東日本大震災・原子力災害伝承館

増加傾向

※2020年～2022年：新型コロナウイルス感染症対策期間

（緊急事態宣言・蔓延防止等重点措置）が含まれる。

●主な復興関連施設の入込客数の推移
東日本大震災・原子力災害伝承館

双葉町 2020年開館

※復興関連施設のうち、観光統計データが掲載されている施設を対象に整理。

東日本大震災・原子力災害伝承館の来館者
数は右肩上がりで、県内外から学校・団体で
の利用もある様子で、常磐道の役割は大き
いと思われます。沿線自治体の声

ヒアリング結果
(2024年6月)

茨城県の入込客数の移動手
段の約８割は自動車です。ま
た約４割が首都圏からの来
訪であることを考慮すると、
常磐道によるアクセス向上が
観光へ与える効果は大きい
と考えられます。

沿線自治体の声
ヒアリング結果
(2024年7月)

2024.6撮影

2024.5撮影

スパリゾートハワイアンズ

【写真】スパリゾートハワイアンズ提供

相馬市伝承鎮魂祈念館

相馬市 2015年開館【写真】相馬市提供

【写真】国営ひたち海浜公園提供

セデッテかしま

道の駅なみえ

浜の駅松川浦

花貫渓谷

国営ひたち海浜公園

偕楽園

牛久大仏

道の駅そうま

道の駅南相馬
相馬野馬追

いいたて村の道の駅

までい館

道の駅ならは
天神岬スポーツ公園

道の駅よつくら港

新舞子海岸
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ふくしま
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Jヴィレッジ
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東日本大震災・

原子力災害

伝承館

震災遺構

浪江町立請戸小学校

とみおか

アーカイブ・ミュージアム

いわき市地域防災交流センター

久ノ浜・大久ふれあい館

いわき震災伝承

みらい館

竹駒神社

ハナトピア岩沼

農水産物直売所「やまもと夢いちごの郷」

深山山麓少年の森
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阿字ヶ浦

海水浴場

笠間稲荷
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筑波山

弘道館 六角堂（茨城大学五浦

美術文化研究所）

山元町防災拠点・

山下地域交流センター

山元町震災遺構

中浜小学校

岩沼市千年希望の丘

交流センター

成田JCT
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安心できる地域医療への貢献
• 相馬市から仙台市内の三次医療施設までの所要時間が20分短縮し、

大熊町からいわき市内の三次医療施設までの所要時間が14分短縮。
• 三次医療施設の医療圏人口は約6万人増加し、ネットワークの拡大に

伴い傷病者への負担軽減に貢献。

沿線の三次医療施設の時間圏域の変化

12

17 51 

153 140 179 194 178 170 
115 148 160 3 
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【資料】相馬地方広域消防本部ヒアリング結果

※相馬地方広域消防本部の管轄：南相馬市・相馬市・飯舘村・新地町

※2020年～2022年：新型コロナウイルス感染症対策期間（緊急事態宣言・蔓延防止等重点措置）が含まれる。

■：福島県内 ■：福島県外

相
馬
市
役
所

76分

56分

仙
台
市
立
病
院

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

常磐自動車道利用あり

常磐自動車道利用なし

20分
短縮

【資料】全国総合交通分析システム(NITAS)ver. 3.0、国勢調査

利府JCT

村田JCT

山形JCT
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E13

福島JCT
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E13

E45

E49

E6

E6

E4

E49
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宮城県仙台市立病院、仙台医療センター、東北大学病院

いわき市医療センター

三次医療施設からの1時間圏域(3次ﾒｯｼｭ単位)

常磐自動車道
利用なし

常磐自動車道
利用あり

三次医療施設

N

0 20km

常磐自動車道により
三次医療施設からの

1時間圏域が浜通り地域
を中心に拡大

1,800

1,850

1,900

常磐自動車道なし 常磐自動車道あり

（万人）

1,864万人 1,870万人

1時間
圏域内人口

約6万人増加

相馬市役所

【資料】全国総合交通分析システム(NITAS)ver. 3.0

沿線自治体の声
ヒアリング結果
(2024年9月)

常磐道の全線開通により、仙台市やい
わき市等、遠方の医療施設への搬送時
間が短縮されています。道路線形が良く
平面性に優れた高速道路を利用するこ
とで、救急搬送時における傷病者への
負担軽減に寄与しています。

全線開通前は国道6号等一般道を
利用していましたが、全線開通後
は常磐道を利用することで、時間
短縮と走行性の向上につながって
います。

消防本部の声
ヒアリング結果
(2024年7月)

相馬地方広域消防本部における
常磐自動車道を利用した救急搬送の推移

大
熊
町
役
場

68分

54分

い
わ
き
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医
療
セ
ン
タ
ー

常磐自動車道利用あり

常磐自動車道利用なし

14分
短縮大熊町役場

2015年

常磐道全線開通

富谷JCT

救急搬送時の所要時間

三次医療施設の医療圏カバー人口の変化

6

相馬地域広域
消防本部
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沿線の住環境・自然環境への対応
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いわき
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桑折JCT
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郡山JCT

栃木都賀JCT

つくばJCT

大栄JCT

常磐富岡IC

村田JCT

千葉県

茨城県

栃木県

福島県

宮城県

山形県

新潟県

埼玉県

東京都

栃木県

E4

C3

三郷JCT

常磐自動車道の上に公園が整備
され、イベントや防災訓練で利用し
ており、地域の活性化に寄与して
います。 公園利用者の声

ヒアリング結果
(2024年10月)

高速道路の半地下構造化及び蓋掛けによる
都市公園設備（三郷JCT～柏IC）

建設区間周辺に絶滅危惧種のサシバが生息していることから、
代替巣を設置。

自然環境保全対策「検討委員会」設置1998年
人工の代替巣設置1999年～2007年
日本で初めて代替巣による繁殖を確認2013年
2度の代替巣による繁殖に成功2015年
サシバの生息を確認2023年

サシバ
日本で初めてサシバが
代替巣で繁殖した様子

【写真】NEXCO東日本資料

猛禽類の保全対策（常磐富岡IC～新地IC）

• 絶滅危惧種のオオタカやサシバの保全対策として、常磐自動車道付近
に代替巣を設置。その結果、日本で初めてサシバの繁殖に成功。

• 蓋掛け部では、都市公園を整備することで沿線の住環境を維持。
• 自動車排出ガス（CO2等）の削減により、地域の環境負荷が軽減。

蓋掛け部の公園
(西十余二第一公園)

三郷JCT～柏IC間

環境負荷の軽減（CO2、NOx、SPM）

常磐自動車道整備に伴い環境負荷（CO2、NOx、SPM）が軽減。

CO2排出量※1※2

約312kt/年 削減
NOx排出量※1※2

約461t/年 削減
SPM排出量※1※2

約79t/年 削減

約35,455ha
※4

の森林が1年間に吸収す
るCO2に相当

大型車に換算すると

約414万台
※5

に相当

＜半地下構造断面図＞

＜蓋掛け部断面図＞

2024.9撮影

CO2

500mlペットボトルに
換算すると

約79万本
※6

に相当

友部JCT

新地IC

※3 ※3 ※3

宮城県・福島県・茨城県・埼玉県・千葉県の道路を走行する車両の各排出量を、

整備有無で比較。

算出条件：

『客観的評価指標の定量的評価指標の算出方法について（国土交通省道路局

H15.11）』に基づき算出。

※1

CO₂・NOx・SPM排出量の原単位は『ＣＯ２、ＮＯｘ、ＳＰＭの排出原単位の改定につい

て（国土交通省道路局H24.2）』より引用。

※2

常磐自動車道（三郷JCT～亘理）整備なしのCO2・NOx・SPM排出量から、整備あり

のCO2・NOx・SPM排出量を減じた値である。

※3

林野庁HPより引用し算出（36～40年生のスギ人工林1haが1年間に吸収する二酸

化炭素の量は約8.8トンと推定される）。
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/20141113_topics2_2.html

※４

大型車1台が40km/hで平均走行距離を走行した場合に排出するNOx量に換算。

平均走行距離(営業用貨物車)：約45km/台(2021年全国道路・街路交通情勢調査)

※５

東京都環境局自動車公害対策部HPより引用し、SPM削減量を500mlペットボトル

に換算（SPM100g＝500ｍｌ）。
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/vehicle/air_pollution/diesel/faq

※6

E17

E20
中央

自動車道

成田JCT

川口JCT

大泉JCT

茨城町JCT

仙台若林
JCT

栃木県

岩舟JCT

久喜白岡
JCT

鶴ヶ島JCT

E7

:代替巣設置区間

https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/20141113_topics2_2.html
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/vehicle/air_pollution/diesel/faq
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Ｅ６ 常磐自動車道の整備効果

更に安全・安心・快適・便利に①(4車線化・追加IC)

• ４車線化した区間は、所要時間が約2割短縮、通行止め回数は約9割
減少。重大事故が減少したことで死傷事故率は約8割減少。

• 追加ICが開通したことで、流山市では土地利用が変化。
• 現在、 4区間約20ｋｍで4車線化事業中、追加ICを6箇所整備中。

4車線化・追加IC・スマートICの整備状況

(仮称)守谷SA/ｽﾏｰﾄIC

つくばみらいｽﾏｰﾄIC

(仮称)土浦ｽﾏｰﾄIC

E49

E49

E13

E4

E4

E6

E50

E51

(仮称)千代田PA/ｽﾏｰﾄIC

(仮称)小高ｽﾏｰﾄIC

いわき
小名浜IC

N

0 20km

つくば
JCT

いわきJCT

郡山JCT

福島JCT 桑折JCT
相馬IC

村田
JCT

友部JCT

茨城町JCT

大栄JCT

宮野木JCT

茨城県

福島県

宮城県

栃木県

山形県

千葉県

E51

C4

C3

山元IC

広野IC

いわき中央IC

水戸IC

4
車
線
区
間

2021年
4車線化

暫
定
2
車
線
区
間

4
車
線
区
間

6
車
線
区
間

2021年
4車線化

亘理IC

4車線化によって期待される効果

中央分離帯に防護柵が設置される
ことで、反対車線に飛び出す重大事
故が減少します。

中央分離帯突破事故発生状況

8.7 

2.0 

0
2
4
6
8

10
12

未整備 整備

(件/億台キロ)

4車線化前 4車線化後

【資料】NEXCO東日本交通統計
[開通前] 2018年 [開通後] 2023年

＜死傷事故率の変化＞
常磐自動車道

（いわき中央IC～広野IC、山元IC～亘理IC）

【資料】国土地理院地図を加工して作成

追加ICの効果（流山ICの例）

1987-90年頃

流山IC

マルチテナント
物流施設が
多く立地

2019年

●低速車両による速度低減の改善 ●通行止め回数の減少

●対面通行による重大事故の減少

流山IC(1992年)

物流施設の声
ヒアリング結果

(2024年12月) 14

●流山IC周辺の土地利用の変化

135 

10 

0

50

100

150

未整備 整備

(回/年)

4車線化後4車線化前

【資料】ETC2.0プローブデータ
2018年・2023年10月に同区間を
通過した車両の所要時間を基に算定

＜所要時間の変化＞
常磐自動車道(いわき中央IC～広野IC)

4車線化後

4車線化前

約18分
いわき中央IC

広野IC

約23分 広野IC

約2割
短縮

いわき中央IC

＜通行止め回数の変化＞
常磐自動車道

（いわき中央IC～広野IC、山元IC～亘理IC）

【資料】NEXCO東日本通行止めデータ
[開通前]2018年 [開通後]2023年

流山市

•首都圏への近接性と東北からの輸送拠
点の需要があり得ると判断し、流山IC
周辺に物流施設を立地しました。
•常磐道を利用することで、ターミナルと
しての付加価値提供が可能となり、茨城
など北部から首都圏配送量が向上しま
した。

:4車線化事業区間

:暫定2車線区間

:追加済みのIC/ｽﾏｰﾄIC
(13箇所)
:事業中のIC/ｽﾏｰﾄIC
(6箇所)

4車線化事業区間
約6㎞

4車線化事業区間
約2㎞（一部区間）

山元南スマートIC

新地IC

浪江IC

ならはスマートIC

4車線化
事業区間
約6㎞

4車線化事業区間
約6㎞

成田JCT

高谷JCT

E48

仙台若林
JCT
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Ｅ６ 常磐自動車道の整備効果

• 常磐自動車道全線開通により、福島県・宮城県沿岸部と首都圏を最短
で結ぶ高規格ネットワークを形成。「八方向作戦」の優先ルートとして選
定されるなど防災上の貢献が期待される。

• 守谷サービスエリアは、広域災害の発生時に自衛隊や消防、医療機関
など緊急出動機関の前線基地を担う。

首都直下地震への備え（八方向作戦）

自衛隊の声
ヒアリング結果
(2024年9月)

N

「八方向作戦」とは・・・
首都直下地震発生時に都心に向けた八方向から一斉に道

路啓開を進行させる作戦。 NEXCO東日本では首都直下

地震に備えて、常磐自動車道・守谷SAをはじめ、東関東

道・酒々井PA、東北道・蓮田SA、関越道・高坂SAを防災拠

点化している。

東
北
道
方
面

関越道方面

中央道方面

横
羽
線
方
面

東名高速方面

京葉道方面首都直下地震
被災エリア

東京湾
アクアライン方面

E51

C4

C4

E50

E17

C4

E20

E1
E14

E4

E18

C3

E6

常磐道方面

給油所

緊急開口部

防災倉庫・ヘリ事務室

進出部隊用駐車場

エリア照明
（自家発電対応）

共同災害対策室
太陽光
パネル 救護室エアテント井戸

衛星設備

至 東京

至 水戸
携帯通信のバックアップ

ヘリポート

自家発電設備

守谷SAは緊急出動機
関の前線基地として、
災害発生時に物資や人
材が集結し、必要な場
所へ輸送しています。
首都圏における広域的
な支援場所となること
が期待されます。

沿線自治体の声
ヒアリング結果(2024年10月)

カフェテリアを共同災害対策室として活用

15

NEXCO光回線を用いた通信訓練 共同通信訓練の様子

守谷ＳＡは自衛隊が
使用可能な光回線を
常設しているため、有

事の際は重要な通信
中継点等としての機
能が期待されます。

●守谷SA防災拠点運営室内訓練
参加機関：17機関（陸上自衛

隊、消防庁など）
参加人数：約100名

守谷ＳＡ(上)の商業施設を使用し、防災

拠点運営訓練(防災拠点の設営、情報伝達

訓練等)を実施。

●令和6年度自衛隊統合防災演習
参加機関：陸上自衛隊、

海上自衛隊など
参加人数：約12,000名

守谷SAで日本海溝・千島海溝周辺海溝型地

震発生を想定した、自衛隊の活動並びに、防災

関係機関との連携活動の演練の一部を実施。

首都直下地震に備えた守谷SA(上り)の
主な防災機能

2014.3撮影 2014.3撮影

2024.5撮影 2024.5撮影

【資料】NEXCO東日本資料

【資料】NEXCO東日本資料

更に安全・安心・快適・便利に②(防災拠点)

0 20km
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Ｅ６ 常磐自動車道の整備効果

インタビュー：常磐自動車道の整備を実感

常磐自動車道（以下、常磐道）は、東日本大震災を契機に加速度的に整備が進められ、

東日本大震災により未曽有の被害を受けた本県の災害派遣・救援物資輸送の支援、建

設資材の輸送を迅速化し、復旧・復興を強く後押ししたことにより、生活再建や地域経

済の復活などに大きく貢献してきました。

常磐道は、首都圏を起点に太平洋沿岸の各都市を経由し仙台市に至る国土の骨格を

形成する極めて重要な高速幹線道路であり、東北自動車道と合わせ、２つの強力な縦

軸による高速道路のダブルネットワークを形成することで、東日本の産業経済の発展

に大きく寄与することはもとより、災害時や冬期の円滑な交通の確保など防災道路と

して機能しています。

また、観光面では、常磐道の全線開通により関東地方からのアクセス性が向上したこ

とで、沿線の山元町、亘理町の観光客数が震災前を大幅に上回るなど、交流人口の増

加に大きく寄与しています。医療面においても、緊急搬送時間の短縮により、救命率が

向上するなど、まさに「命の道」として機能しています。

さらに、本県では、仙台都市圏を囲む環状自動車専用道路「ぐるっ都・仙台」に、常磐

道及び三陸沿岸道路が接続することで、既存の国道等の道路網と一体となって、港湾

や空港とのネットワークが強化され、「富県宮城」を推進する地域産業の発展に大きく

貢献しています。

今後は早期の全線４車線化などにより、更なる高速道路ネットワークの強化を図って

いただき、常磐道が災害時や産業、物流、観光、医療などの多方面でますますの効果を

発揮し、本県の「富県戦略」を強く後押ししていただけることを期待しています。

常磐自動車道が全線開通した平成２７年当時、震災と原発事故という未曽有の複合

災害の影響により、依然として１０万人を超える方々が避難生活を続けている状況に

ありました。

そのような中、常磐自動車道の全線開通は、被災地の再生、復興に向けた道筋をより

確かなものとする、正に「希望の道」として当県の復興を大きく後押しするものでした。

また、避難指示の解除が進む中、常磐自動車道は生活環境の整備や避難されている

方々の帰還促進を始め、産業や観光交流による地域活性化など、様々な面で重要な役

割を果たしています。

医療面においても、今後、復興が進み、帰還者や移住者の増加が見込まれることから、

医療機関とつながる常磐自動車道は「命の道」として、更に重要性が高まるものと考え

ています。

現在、国家プロジェクトとして進められている福島イノベーション・コースト構想の取

組においては、福島ロボットテストフィールドなどの拠点施設が浜通り地域に整備され、

ロボットやエネルギー、医療、航空宇宙などの関連企業が数多く進出しています。令和

５年には、創造的復興の中核拠点として福島国際研究教育機構（Ｆ－ＲＥＩ）が設立され

るなど、常磐自動車道はこうした拠点施設等の取組を力強く支える、必要不可欠な社

会基盤となっています。

近年頻発する自然災害の激甚化・頻発化により、災害時における代替路線の確保、災

害に強い高速道路の重要性が一層高まっています。常磐自動車道においては、暫定二

車線区間が残っていますが、高速道路が持つ安全性や定時性などを始めとした機能の

確保・強化のため、常磐自動車道の早期全線４車線化を期待しています。

16

うちぼり まさお

内堀 雅雄氏

福島県知事

むらい よしひろ

村井 嘉浩氏

宮城県知事
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Ｅ６ 常磐自動車道の整備効果

コラム：常磐自動車道のある風景

インタビュー：常磐自動車道の整備を実感

開通10周年を迎えられましたことを心よりお祝い申し上げます。

さて、東北経済連合会の常磐自動車道開通に向けた歩みを紐解きますと、当会
では、1986年に「第四次全国総合開発計画」に対する提言を行っています。その
中で「首都圏一極集中の是正に向けた基盤整備のあり方」を掲げ、その具体策とし

て、高速交通体系における「常磐・三陸沿岸縦貫自動車道（いわき～仙台～宮古～
青森）」の整備を要望しました。その後、1987年第四次全国総合開発計画策定を
機に、常磐自動車道では、福島県いわき市から宮城県仙台市までの区間が新たに
計画路線に指定されます。こうして整備が進む中、2011年に東日本大震災が発生
し、常磐自動車道も甚大な被害を受けました。しかしながら、迅速な道路啓開等に
より早期に復旧が完了し、整備完了区間においては緊急自動車の通行など災害対
策としても、この道路は重要な役割を果たします。こうした苦難を乗り越え、常磐自
動車道は2015年に待望の全線開通を迎えました。

以降、常磐自動車道は東北の太平洋側のネットワークを支える重要な幹線道路
として、その存在は近年ますます大きくなっています。防災面においては、津波浸
水区域よりも高台を通過する道路となるなど緊急時の「命の道」の機能が強化され、
災害に強い国土づくり向けた役割を担っています。地域経済面では、企業立地や工
場の新増設により、整備後の設備投資額が約2,300億円を記録し、沿線地域の求
人倍率は全国平均を大きく上回りました。さらに今後は、道路の四車線化による機
能強化、小名浜道路の整備による小名浜港へのアクセス向上、加えてＦ－ＲＥＩを中
核拠点とした福島イノベーション・コースト構想による産業集積が進むなど、地域に
さらなる効果をもたらすことが期待されます。

このように常磐自動車道は10年の時を経て、従来の交通量に基づいた費用便
益費による事業評価手法では計りえない様々な効果をもたらしていることを力強く示してきました。東北経済連合
会では、こうした交通ネットワーク整備に伴う「ストック効果」に着目し、今後も地域のエッセンシャルネットワークの整
備に向けて、その重要性を広く訴えかけていきます。これからも常磐自動車道が多方面で効果を発揮し、三陸沿岸道
路とともに太平洋側を結ぶ大動脈として東北経済の発展に大きく寄与することを期待しています。
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柏IC
桜並木

つくばJCT

鳥の海PA南相馬鹿島SA

常磐自動車道に関連する道路のさまざまな風景を、写真とともにご紹介します。常磐自動車道に関連する道路のさまざまな風景を、写真とともにご紹介します。
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増子 次郎氏
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東北経済連合会
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中郷ＳＡ（下り）
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施設内部の枯山水


